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【論文要旨】
本稿は，三木武夫が初めて当選した1937年4月の第20回衆議院議員総選挙において，三木が当
選した要因を考察するものである。
まず三木が出馬した徳島2区の特徴を指摘したうえで，中選挙区制のもとで初めて実施された
1928年から1936年までの衆院選について選挙結果を分析し，これにより，三木が出馬する以前に
実施された衆院選での徳島2区の傾向を指摘した。次いで立候補から当選するまでの三木武夫の
選挙戦を明らかにし，以上をふまえて三木が当選した要因を考察した。三木が当選したのは，選挙
区内における三木武夫ブーム，対立候補の一人だった高島兵吉の苦況， 3人区において立候補者が
4名に留まったこと，三木陣営による選挙作戦の奏功，ということに因るものであった。
【キーワード】三木武夫，第20回衆議院議員総選挙，徳島2区，中選挙区制，当選要因
はじめに
三木武夫は， 1937年4月に実施された第20同衆議院議員総選挙で出身地の徳島から出馬して当
選した後， 1988年11月14日に亡くなるまで，約51年6ヶ月にわたり衆議院議員を務めた。「憲政の
神様」と呼ばれた尾崎行雄に次ぎ，日本の憲政史上ニ人目の衆議院議員在職50年の特別表彰を受
けた衆議院名誉議員でもある。
三木は衆院選に19団連続で当選しており，一度も落選していない。とはいえ，すべての選挙で
安泰だったわけではない。特に，初期の 1回目(1937年4月)と 2回目(1942年4月)，最後の
19回目(1986年7月)の衆院選は，他の選挙と比べると落選の可能性が高かった。すなわち， 1 
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回目は，三木が地盤，看板，カバンの 13パン」を持たない状況での選挙であり， 2回目は，いわ
ゆる翼賛選挙で，翼賛政治体制協議会の推薦を受けられず，非推薦候補として官憲からの弾圧を受
けながら戦った選挙である。最後の19回目は，三木の勢力衰退，後藤田正晴の台頭という徳島政
界における勢力分布が変わったなかで迎えた選挙であった。落選の可能性が高かった選挙を，三木
はどのように戦って当選を果たしたのだろうか。これらの選挙については，特に詳しく検討する必
要がある。
以上を前提として，三木武夫が最初に出馬した第20回衆議院議員総選挙で，三木が当選した要
因を考察することが本稿の目的である。
1937年4月30日に実施された第20回衆議院議員総選挙は，林銑十郎内閣が予算成立直後に衆議
院を解散(食い逃げ解散)したことを受けて実施された。衆議院解散の直前に明治大学法学部を卒
業したばかりの玉木武夫は，解散の報を聞くと，故郷徳島の友人たちと出馬について相談し，徳島
2区からの出馬を決意する。現職候補3名と相対する選挙戦で，三木は当初は泡沫候補と目されて
いたが，選挙戦を展開するなかで有力候補となり，最下位ながらも当選を果たした。
三木の初出馬の選挙については，戦前戦中期における三木の政治活動を明らかにした竹中佳彦氏
と村松玄太氏の研究においても言及されている1。しかし，いずれの研究においても，三木が当選
した選挙そのものの分析は十分になされていない。三木が政治家としての第一歩を踏み出した選挙
でもあることから，より詳細に選挙の動向や結果を分析すべきであろう。
本稿ではまず，中選挙区制導入後，三木が出馬する以前に実施された1928年から1936年の衆院
選における徳島2区の選挙結果について検討する。これにより，同区の特徴を明示する。次い
で，三木武夫が出馬を決意してから当選を果たすまで，どのように選挙戦を展開したのかを明らか
にする。この点については，すでに先行研究によりなされているが，本稿との関係から今一度確認
しておく。そのうえで， 1937年4月に実施された衆院選における徳島2区の投票結果を，三木武
夫を中心に分析し，これらを踏まえて，三木が初当選を果した要因を打ち出したい。
1. 徳島2区の衆院選 (1928年--1936年)
1925年，加藤高明内閣のもとで衆議院議員選挙法が改正され，中選挙区制が導入された201919 
年の衆議院議員選挙法改正で小選挙区が採用された際に 6選挙区とされていた徳島県は，この時
の改正により 2選挙区に変更となった。徳島1区は，徳島市，勝浦郡，那賀郡，海部郡，名東
郡，名西郡を，徳島2区は板野郡，阿波郡，麻植郡，美馬郡，三好郡を区域とする。徳島2区の5
郡は，東から板野郡，阿波郡と麻植郡，美馬郡，三好郡の順でほぼ東西に並列しており，この地理
的要因が選挙戦にも影響を与えている。定員は 1区， 2区とも 3名である。このため，政友会と民
政党は3議席目をめぐって激しく競っていた。
三木が出馬する以前，中選挙区制による衆院選は， 1928年2月， 1930年2月， 1932年2月，
1936年2月の4回行われている。ここでは，徳島2区におけるこの4回の衆院選について検討す
- 68一
る。まず徳島2区の有権者数を確認したい。【表1】は，総選挙が行われた年の徳島2区における
郡別の有権者数一覧である。
【表1】徳島2区の有権者数
1928年 1930年 1932年 1936年 1937年
板野郡 24，073 24，468 24，646 25，446 25，584 
阿波郡 8，338 8，476 8，570 8，818 8，808 
麻植郡 10，523 10，649 10，715 11，028 10，976 
美馬郡 19，280 19，324 19，239 19，563 19，475 
三好郡 15，754 15，843 15，910 15，944 15，604 
言十 77，968 78，760 79，080 80，799 80，447 
※第16固から第20固までの「衆議院議員総選挙一覧~ (衆議院事務局)を元
に作成。以下，【表4】までの央拠はこの資料による。
郡により有権者数に大きな差がある。有権者数が最も多いのは板野郡であり， 1区を含めた徳島
県内の全市郡で最も多い。これに対して有権者数が最も少ないのが阿波郡で，板野郡のおよそ3
分の1である。郡によって有権者数が異なるのはどの選挙区でも同じであるが，この多少が選挙
戦に影響を及ぼしている。
その影響として，徳島2区から出馬する候補者の地盤に偏りが見られることを指摘できる。【衰
2】は，徳島2区から出馬した各候補者がどの郡を地盤にしていたのかを示している。
【表2】徳島2区の郡別立候補者数
1928年 1930年 1932年 1936年 延べ人数
板野郡 2 1 2 2 7 
阿波郡 O 。 。 O 。
麻植郡 。 1 O 1 2 
美馬郡 1 l 1 l 4 
三好郡 1 1 1 1 4 
板野郡から延べ7人が出馬しているのに対して，阿波郡からは1人の候補者も出ていない。ま
た麻植郡からの候補者も2人に留まっている。他方，三好郡からは秋田清，美馬郡からは真鍋勝
が， 4回の衆院選すべてに出馬している。有権者数の多い郡を地盤とする候補者の場合，地盤での
得票を伸ばすことが当選の可能性を高めることになり，選挙戦を優位に展開することができる。こ
れに対して，有権者数の少ない郡を地盤とする候補者は，地盤とする郡で多くの票を得たとして
も徳島2区全体からするとその票数は少ないため，他の候補者が地盤とする郡でも得票を伸ぼ
さなければ当選できず，不利な選挙戦を強いられることになる。そのため，有権者数の少ない郡を
地盤とする候補者は少ない。
次に， 1928年から1936年までに行われた4回の衆院選の候補者別の得票を確認する。
【表3】は各選挙における候補者別の得票を示しており，左の数値が各候補者の郡別の得票であ
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【表3】 徳島 2 区の選挙結果 (1928~1936年)
1928年2月執行衆議院議員総選挙
民局政島兵官前 民真政鍋勝新 政秋友田清前 三政友井貞新七
9，142 68.00% 747 4.71% 450 2.40% 7，658 66.34% 
50.80% 4.15% 2.50% 42.55% 
893 6.64% 1，686 10.63% 1，894 10.09% 2，089 18.10% 
13.61% 25.69% 28.86% 31.83% 
2，770 20.60% 1，312 8.27% 2，148 11.44% 1，565 13.56% 
35.54% 16.83% 27.56% 20.08% 
539 
4.01% 
7，572 47.75% 6，197 33.02% 181 1.57% 
3.72% 52.26% 42.77% 1.25% 
101 0.08% 4，542 28.64% 8，079 43.05% 51 0.04% 
0.08% 35.56% 63.25% 0.04% 
13，445 当選 15，859 当選 18，Z68 当選 11，544 落選
1930年2月執行衆議院議員総選挙
高民政島兵吉前 中真立鍋勝前 政秋友田清前 言霊鍋事
11，894 81.49% 893 8.93% 4，159 25.27% 1，828 8.49% 
63.35% 4.76% 22.15% 9.74% 
1，182 8.10% 497 4.97% 1，155 7.02% 4，287 19.21% 
16.60% 6.98% 16.22% 60.20% 
491 3.36% 760 7.6% 1，388 8.43% 5，960 27.68% 
5.71% 8.84% 16.14% 69.31% 
403 2.76% 5，827 58.27% 3，972 24.13% 4，694 21.80% 
2.71% 39.12% 26.66% 31.51% 
625 4.28% 2，023 20.23% 5，784 35.14% 4，760 22.11% 
4.74% 15.34% 43.84% 36.08% 
14，595 当選 10，000 落選 16，458 当選 21，529 当選
1932年2月執行衆議院議員総選挙
計
17，997 
6，562 
7，795 
14，489 
12，773 
言十
18，774 
7，121 
8，599 
14，896 
13，192 
高民政島兵官前 民真政鍋勝旧 設も 伊政藤友皆次新郎 政阿友部茂新
7，707 68.80% 660 5.88% 532 2.57% 9，288 72.75% 1 0.00% 42.37% 3.63% 2.93% 51.07% 0.00% 
1，174 1Q.48% 507 4.52% 3，222 15.54% 1，181 9.25% 19.30% 8.33% 52.96% 19.41% 
1，673 14.93% 1，122 10.00% 3，230 15.58% 1，209 9.47% 23.13% 15.51% 44.65% 16.71% 
332 2.96% 5，651 50.37% 6，389 30.82% 283 2.22% 2.62% 44.65% 50.49% 2.24% 
111 0.99% 3，278 29.22% 7，360 35.50% 800 6.27% 0.94% 27.89% 62.62% 6.81% 
11，202 落選 11，218 当選 20，733 当選 12，761当選 1 
1936年2月執行 衆議院議員総選挙
高民政島兵官旧 民真政鍋勝前 中秋立田i背前 伊政藤友皆次前郎 言霊熊扇
9，585 83.12% 625 4.15% 2，074 13.42% 4，733 89.03% 475 5.57% 54.80% 3.57% 11.86% 27.06% 2.71% 
940 
8.15% 
866 
5.76% 1，684 10.90% 202 3.89% 2，263 26.52% 
15.77% 14.53% 28.26% 3.47% 37.97% 
739 
6.41% 
882 
5.86% 1，012 6.55% 212 3.99% 5，151 60.36% 
9.24% 11.03% 12.66% 2.65% 64.42% 
157 1.36% 9，092 6Q.42% 3，903 25.26% 117 2.20% 532 6.23% 
114% 65.88% 28.28% 0.08% 3.85% 
111 0.96% 3，582 23.81% 6，778 43.87% 47 0.09% 113 1.32% 1.04% 33.69% 63.76% 0.04% 1.06% 
11，532 当選 15，047 当選 15，451 当選 5，316 落選 8，534 落選
- 70ー
計
18，188 
6，084 
7，234 
12，655 
11，754 
計
17，492 
5，960 
7，996 
13，801 
10，631 
る。得票の右にある数値は，上段が各候補者の得票のなかで当該郡の票が占める割合を，下段が各
郡の票に対してその候補者の票が占める割合を，それぞれ示している。例として， 1928年の総選
挙における高島兵吉の板野郡の票をあげると，高島が板野郡で獲得した9，142票は，高島の全得票
である13，445票の68.00%，板野郡の有効投票である17，997票の50.80%を占める。各候補者の5つ
の郡の上段の数値，ならびに郡ごとに各候補者の下段の数値をそれぞれ合算すると，ほぽ100%と
なる。完全に100%とならないのは，いずれも小数点δ桁で四捨五入しているためである。
徳島2区の選挙結果について，まず選挙別に概観したい。
中選挙区制で初めて実施された1928年2月20日の総選挙で，徳島2区から出馬したのは，高島
兵吉，真鍋勝，秋田清，三井貞七の4名である。このうち，高島，真鍋，秋田は，三木武夫が出
馬する1937年までに実施きれた全ての総選挙に出馬している。この段階における各候補者の所属
政党は，高島と真鍋が民政党，秋田と三井が政友会であった。
各候補者の地盤は，高島と三井が板野郡，真鍋が美馬郡，秋田が三好郡である。選挙では，特に
東部の板野郡で高島と三井が，西部の美馬郡と三好郡で真鍋と秋田が激しい選挙戦を展開した。そ
の後の選挙においても，真鍋と秋田は美馬郡と三好郡で域安!~な選挙戦を戦う己とになる。投票の結
果，秋田，真鍋，高島が当選を果たした。
続く 1930年2月20日の総選挙では，高島，真鍋，秋田の現職3人tこ，麻植郡を地盤とする平野
鍋吉が挑んだ。民政党の公認候補は県支部長を務める高島と平野であり，政友会からは秋田のみが
出馬した。また真鍋は，中立(無所属)で出馬している。ごの衆院選では，平野のトップ当選が目
をヲ|く。平野は同じ民政党の高島が地盤とする板野郡を除く 4郡で票を仲ばした。ちなみに，こ
の時の平野の得票数は，戦前・戦中に徳島2区で実施された衆院選における最多得票である。平
野が躍進した要因について， r大阪朝日新聞』の徳島版には，以下のように記されている九
大勝の原因は参謀に粒選りの闘将を揃えたのと平野氏自身が県会議員として永らく県政界に活
躍し政治的経験において相当玄人でありしかも軍資金は豊富であったし一つは地の利を得てゐ
た等多数の原因によるものであらうと。
ここにあるように平野は1903年から麻植郡選出の県会議員として活動しており，徳島県の政
界における重鎮の一人で，政治的経験も豊富だったごとは事実である。しかしそれだけでは麻植
郡以外の郡，特に真鍋の地盤である美馬郡や秋開の地盤である三好郡でも得票率が高かった説明と
しては十分ではない。平野は「百万長者JI成金候補」と評されており，豊富な資金をパックとし
て各郡において得票を伸ばした40
平野に続いて秋田が二位となり，板野郡で多くの票を獲得した高島が三位で当選した。真鍋は美
馬郡と三好郡の票を大きく落としたことが響き，落選している。真鍋の票は，高島が板野郡だけで
獲得した票にも満たなかった。
1932年2月初日の総選挙では，政友会と民政党からそれぞれ2名が出馬して4名の闘で議席が
争われた。民政党では当初高島と平野が出馬する予患であった。しかし，前回の衆院選でトップ当
71 
選だった平野は，病気のために出馬を辞退したにその後民政党は，平野に代わる候補者を模索し
たものの候補者難に苦しみ，結局1928年の総選挙で民政党から出馬した真鍋勝を2人目の公認候
補とした。この時が4回目の衆院選となる真鍋は， 1回目は政友会， 2回目が民政党， 3回目が中
立と，選挙毎に異なる所属で立候補していた。そのため，民政党は， I将来変節せぬと一札入れさ
せ」たうえで真鍋を公認している60
一方，政友会の候補者擁立も難航した。 1930年の衆院選で秋田清しか擁立できなかった政友会
は，秋田以外の候補者の擁立を図り，当初は阿部茂を候補者とした。板野郡出身の阿部は，秋田清
が社長を務めた二六新報に勤務したことがあり，この当時は政友会の院外団として活動していた人
物である7。しかし，阿部は立候補の届け出後，選挙戦を行う前に「種々の事情」により立候補を
辞退した80そのため，新たに板野郡選出の県会議員の伊藤皆次郎が出馬した。
選挙の結果，秋田が板野郡を除く 4郡で最多の票を得て当選した。次いで伊藤が二位で当選を
果たした。伊藤は獲得票の72.75%が地盤の板野郡の票であろ。三位には真鍋勝が滑り込んだ。他
方，高島は，伊藤に板野郡の票を大きく奪われたことが響き， 16票差での落選であった。
続く 1936年の衆院選では，それまでの中選挙区制による選挙では最も多い5人が立候補してい
る。各候補の所属は，民政党2，政友会1，中立2である。前固まで政友会に所属していた秋田清
は， 1934年12月12日に同党を離党しており9，この時の選挙は中立での出馬となった。秋田の政友
会離党は，選挙結果にも影響を及ぼしている。秋田自身は地盤の三好郡はもとより，各郡で堅調に
票を伸ばしてトップ当選を果たした。しかし，前回の選挙で当選した政友会の伊藤は，同じ板野郡
を地盤とする高島だけでなく秋田にも板野郡の禦を奪われ，さらには，麻植郡を地盤左する三木熊
こが出馬したことで麻植郡と阿波郡の票も伸び、悩み，最下位となって落選した。反対に前回の選挙
で落選した高島は，板野郡で盛り返し，返り咲きを果たした。また，地盤の美馬郡の票を固めた真
鍋も当選している。一方，初出馬となった三木熊二は，地盤の麻植郡と阿波郡で票を伸ばしたもの
の，有権者数の多い他の3郡での票が伸びず落選となった。
次に， 1937年の総選挙で三三木武夫と議席を争った高島，真鍋，秋田の得票について分析する。
高島の得票の中心は，地盤とする板野郡の票である。板野郡の票が高島の総得票に占める割合は，
68.00% (1928年)， 81.49% (1930年)， 68.80% (1932年)， 83.12% (1936年)であり，いずれの
選挙でも少なく左も 3分の2以上が板野郡の禦であった。また，板野郡の有効投票数に対して高
島の票が占める割合は， 50.80% (1928年)， 63.35% (1930年)， 42.37% (1932年)， 54.80% 
(1936年)で各選挙とも高いが， 1932年の衆院選では，伊藤皆次郎に板野郡の菓の51.07%を奪わ
れたことが響いて落選している。阿波郡での票は有効投票数の13.61%から19.30%で，他の候補者
と比べると少ない。麻植郡については，有効投票数の5.71%から35.54%と選挙により聞きがあ
り，麻植郡を地盤とする候補者がいた場合には，麻植郡における票の占有率が下がる。この点は真
鍋も秋田も同様である。また美馬郡と三好郡では， 41到の選挙ともほとんど得票できていない。特
に三好郡では100票強しか票が得られなかった選挙が3回あった。つまり，高島の得票には，①板
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野郡の票が多く，同郡における票数が当落に大きな影響を与えていた，②西の郡ではほとんど得票
できていなかった，という特徴があったのである。
真鍋も地盤の美馬郡の票が最も多い。美罵郡の票は真鍋の総得票に対して， 47.75% (1928年)， 
58.27% (1930年)， 50.37% (1932年)， 60.42% (1936年)であり，高島と比較すると地盤の郡の
占有率は低い。これは前述のように，美馬郡と三好郡で真鍋と秋出が激しい選挙戦を展開していた
ためである。三好郡の票も多く，それぞれ総得票の加.64%(1928年)， 20.23% (1930年)， 29.22 
% (1932年)， 23.81% (1936年)となっていた。これに対して他の3郡においては，他の候補者
以上の票を取るごとはなかった。真鍋の場合は高島と反対に，⑦西の美馬郡左竺好郡の票が多い，
②東の板野郡における票が少ない，という傾向であった。
秋田の場合も，三好郡と美馬郡の票が総得票に占める割合は，三好郡が43.05%(1928年)， 
43.84% (1930年)， 35.50% (1932年)， 43.87% (1936年)，美馬郡は33.02%(1928年)， 24.13% 
(1930年)， 30.82% (1932年)， 25.26% (1936年)であり，その割合はやはり高い。真鍋も秋田も，
美馬郡と三好郡で多く票をとるこどが，当選のための第ーの条件であった。ただし，美馬と云好以
外の3郡で真鍋の票がさほど多くないのに対して，秋田は3郡とも各郡の有効投票数の10%以上
を獲得している。とのことが徳島21:Kにおける秋問の地盤の強きを示しており， 1928年以後の総
選挙で秋田だけが落選していない一つの要因である。 1928年左1932年の選挙では，板野郡での獲
得票が少ないが，これは同じ政友会で板野郡を地盤とする候補者が出馬していたためである。政友
会から三人を当選させるためには，板野郡を地盤とする候補者に票を廻さなければならなかった。
政友会から板野郡を地盤とする候補者が立候補しなかった時や，政友会から脱党後の選挙では，秋
田の板野郡の得票は増加している。秋田の場合，①真鍋と同様に西の三好郡と美馬郡の票が中心と
なっている，②ただし他の郡でも極端に得票が少ないわけではない，という特徴があった。
以tなふまえ，中選挙区制のむとで行われた選挙から，徳島Z区の特徴を指摘したい。
第1に，候補者別にみると，全ての候補者が， 5つの郡のうち，自らの地盤とする郡で最も多く
の票を獲得していることがわかる。その割合は，最も低い平野鍋吉の27.68%(1930年)から最も
高い伊藤皆次郎の89.03%(1936年)まで差が大きいが，このご左は，政党に所属している候補に
も，中立で出馬した候補にもあてはまる。
第2に，候補者の地盤となっている郡では，地盤とする候補者の票が当該郡の総得票に占める
率が高〈なっている。その数値は，板野郡では， 93.35% (1928年)， 63.35% (1930年)， 93.44% 
(1932年)，麻植郡では， 69.31% (1930年)， 64.42% (1936年)，三好郡では，秋田清の占有率が
その数値となる。美馬郡も同じ傾向にあるが， 1932年の選挙で真鍋勝が秋田請の後塵を拝したこ
とが唯一の例外である。第 1と第2の特徴から，徳島2区において各候補者は地盤を中心とする
選挙戦合展開していたことがわかる。
第3に，同一政党から二人の候補者が立候補している場合，各候補者とも他万の候補者の地盤
における得票が少ない。各自の地盤で票を伸ばすことで，二人とも当選させることを目的とした措
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置である。互いに他の候補者の地盤における得票を伸ばさないようにし，かわりに，自らの地盤の
得票を伸ばしている。政友会も民政党もこうした形で，同一政党の候補者同士が選挙区内で住み分
けを行なった。これにより， 3人区である徳島2区の3議席目を確保しようとはかったのである。
第4に，以上の特徴から，徳島2区においては，①板野郡を地盤にする候補者同士の争い，②
美馬郡と三好郡におりーる真鍋勝と秋田清の争い， という東西に大きく分かれた選挙戦となる傾向が
強い。そうした傾向になるのは，同一政党の候補者聞による住み分けのほか，地理的な要因も大き
い。徳島2区は東西約100キロにわたっており，さらには山深い郡も存在することから，各候補者
が全ての郡において均等に選挙戦を展開することは困難であり，地盤を中心とした選挙戦を実行せ
ぎるをえなかった。
第5に，阿波郡と，地盤とする候補者がいなかった時の麻植郡では，票が特定の候補者に集中
せず，各候補者に分散している。地盤とする候補者がいないことで，各候補者による票の争奪戦と
なったわけである。ただし，麻1u-'l郡を地盤とする候補者がいた1930年と1936牛の衆院選では，麻
植郡を地盤とする候補者に同郡の票が集まっている。
以上が，三木武夫が出馬する以前の徳島2区における衆院選の状況と特徴である。こうした特
徴をもっ選挙区から出馬した三木は，この特徴をJs握した上で，選挙戦を展開していくのである。
2. 三木武夫の選挙戦
1937年3月31日，林銑十郎首相は衆議院を解散した。三木は，この食い逃げ解散を床屋にいる
左ぎにラジオで知った。この解散を聞いた時の三木の感想は， I軍人というのは変なことをするも
のだな。予算が通って，何のために解散する必要があるのか」というものであった。食い逃げ解散
に対して，三木は批判的な考えを抱いていたのである。とはいえ，三木は解散のニュースを「よそ
事のように」聞いていたという。つまり，解散を知っても，当初はこの後の衆院選に出馬する意思
を有していなかったのである。その三三木のもとへ，徳島県出身の青年がやってきて，選挙に出るよ
う要請した。三木は「選挙といったって，何にもしないで，どうして出られるか」と述べたが，青
年から手弁当でやると訴えられると，ともかくも一度徳島へ帰り，地元の意見をふまえた上で結論
を出すこととした100
三木は早速翌4月1日に徳島に向けて出発し，翌朝徳島に到着した。ここで三木は，明治大学
雄弁部の先輩の長尾新九郎に会い，自らの出馬について相談した。長尾は，明治大学在学中に三木
と知り合い，同じ雄弁部員として行動を共にした間柄であった。特に1929年から1930年にかけ
て，雄弁部の活動の一環として，三木と二人で欧米諸国を遊説している11。三木にとっては，徳島
で頼りとなる人物の一人であった。三木との話し合いのなかで長尾は，三木に「君は一生涯政治を
やるか，やるなら政治家は金をためることを考えるな。一切謀議に参画するな，大義名分に従へ。
一生闘って当落は不問，若し闘心が失せたら，その日から政治をやめ・・・・その覚悟でありや や
れ」と述べた12。つまり，長尾は，政治家として活動する場合の心構えを説いた上で，三木に衆院
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選に出馬するよう懲題したのである。三木は長尾以外に相談した友人からも出馬を要請された。こ
うした要請を受け，ついに三木は衆院選への出馬を決断したのである。
とはいえ，三木はすぐに立候補を届け出たわけではない。徳島で友人たちとの話し合いを終える
と，翌日すぐに腫を返して東京に戻った。「更に郷里先輩各位の支持と教訓を乞ふがためであ」
る13。東京における最終的な協議により，三木は立候補に踏み切る。 6日に父久吉に保証金の供託
を依頼する電報を打った後，大安の9日になって立候補の届け出を提出した。この届け出に至る
までの三木の動向について， ~徳島毎日新聞」に以下の記事が掲載されている 14。
第二区では別項高島前代議士が届け出を了した外，第二区で供託のみで立候補の届出如何に問
題されて居った三木武夫氏口東京で政戦の準備中であったが，愈々整頓したので生目前代議士
と共に十四日帰県し，愈々立候補を宣する事となった。氏の所属は問題であったが，確実の情
報に依ると，秋田氏とは正反対の立場にある政友の生田氏とは個人的に私交は濃厚であるが，
政治上の立場としては純中立で進む事となったと。斯くて第二区では政友会には人が無いので
擁立すまい。
ここにある「生田前代議士」とは，徳島1区選出の生田和平のことを指している。生田は1917
年の衆院選で初めて当選して以来， 5回の当選を果たしていた政友会所属の代議士である。もとも
と政治家志望だった三木は，アメリカ留学から帰国後，生田の書生となり，生田が東京で住んでい
た原宿に下宿し，生田のところに出入りし始めた。生田に三木を紹介したのは，長尾新九郎であっ
たという 15。三木にとって生田は政治の師といえる存在であり， I個人的に私交は濃厚」という間
柄であったため，出馬にあたって生田の了解をとったのであろう。また，出馬する際の所属につい
ても，生田が政友会の代議士であること， 2区には政友会の候補者がいなかったことから，三木
が政友会から出馬することは十分にあり得ることだった。しかし，三木は中立での出馬にこだわっ
た。この中立による出馬についても生田の了解を得たはずである160
三木が中立で出馬したのは，三木が当時の政党に対して批判的だったからである。三木は，デモ
グラシーについて，全く普遍的なもので「力の均等性」を持たなければならないと考えていたに
ところが， I現今，我国の政治，主たる政党はまさにその機能を喪失し」ており， I組織あって能力
を失した，形あって実の伴はざる事実である」と批判する。つまり，均等化という機能を喪失して
いることで，政党は存在しているものの，中身が伴われていないとして，三木は政党を批判してい
るのである。
三木は，そもそも政治は「民力そのものの表現であるJとし， I不可避的な政治実態」である政
党は「地方民力の本質的基礎の上にたたねばならぬ」と捉えていた。にもかかわらず，現在の政党
が「真に民力の表現が出来てゐない」ため，政権は政党にはなく， I官僚超然内閣」となっている
と説く。しかし，三木は「官僚超然内閣」を完全には否定しない。「官僚超然内閣」について，三
木は「本義的には勿論民力の表現態ではな」く， I非立憲的なもの」としながらも， I民力の表現が
不可能なる場合に，民力を洞察して之を行ふといふことは，無為無力なる政党に政府があるといふ
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よりはより真義的な存在である」と断じている。つまり，政党が民力を反映していない状況では，
政党政治よりも「官僚超然内閣」の方がまだ良いというのである。そして，政党に政権がないこと
は「政党を浄化する」とも捉える。こうして三木は，政党政治も「官僚超然内閣」も「ともに真理
的である」と主張するのである。
とはいえ，三木が望んでいたのは「民力」が表現される政治であり，そのことを条件とした政党
政治である。従って，三木は有権者に対して「国民の「清一票」が完全に行はれなければ，我国の
繁栄は永久に来ないのである」と結論づけた。
以上のように，三木は， 1民力」を反映していないとして政党の現状を批判しつつも，国民の
「清一票」に基づく政党政治の実現を訴えた。三木が政党の現状を批判しながらも，政党政治その
ものを否定していないことは明らかであろう。そして， 1真の民力を表現せねばならないJ18との思
いから，中立による立候補を決めたのである。
こうして立候補を届け出た三木は，自らの陣営を整えていく。まず選挙事務長には，徳島市議の
細田文明を起用した。「法規に明るく文筆的堪能，事務の企案整理に特に堪能」で，これまで事務
長を幾度も経験していることが買われての事務長就任である190
遊説部長には，長尾新九郎の実兄である田所多喜二をあてた。三木が田所を遊説部長に起用した
のは，田所が「識見，言論とも県下著名の民であ」り， 1戦区に詳しく，地方の政情に精通」して
いたためである20。田所は，徳島l区に属する名東郡選出ではあるものの県会議員を務めた経置を
持っており21，確かに徳島の政情に通じていた。また，田所が「稀有の論客」だったことも重要で
ある22。三木によると， 1先生の弁舌は，一刻の搬みもなく，正に秋霜烈日，聴くものをして，胸
のすく思いであった」という23。遊説部長となった田所は，遊説の企画を立てるだけでなく，自ら
三木を連れて遊説の先頭に立ち， 1徳島県は，若い政治家を育てよ」と訴えた。連日立ち尽くして，
演壇に倒れたこともあったほどであった。三木が自らの初当選は「田所氏の闘魂の勝利に帰せられ
るべきもの」と述べるのも，あながち誇張とは言えなかろう240
その他，三木の遊説部員のなかで，明治大学教授の赤神良譲は，三木が長尾と外遊した当時の雄
弁部長で，雄弁部に属した三木にとっては文字通り恩師である。
早稲田大学教授の吉村正と，吉村の授業を早稲田大学の学生として受けていた石田博英も，この
時の選挙で三木を応援している。吉村と三木は，アメリカ留学中に「大西洋の船の中で友人になっ
た」間柄であった。石田は吉村が欧米留学から帰った後， 1ノートもとらないでニヤニヤ」しなが
ら吉村の講義を受けていた。吉村は石田に「及第点をあげるか，このつぎから講義に出ないでく
れ」と述べ，石田の講義の聴講を断ったことがあった。石田のことが印象深かったのだろうか，三
木から応援を要請された吉村は，石田に「僕が外国で知り合った男が今度立候補するのだが，一緒
に応援に行かないか」と勧誘した。石田は吉村とともに徳島に向かい，三木の「大変な貧乏選挙」
で弁士として三木を応援したのだったお。
また，戦後に三木の公設秘書となる林幸ーも，遊説部員として三木の最初の選挙を支援してい
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る。板野郡瀬戸町に生まれた林は，弁論活動を通じて三木と知り合った。戦中，瀬戸町の翼賛壮年
団の幹部を務めたために戦後に公職追放となり，追放解除後に三木の公設秘書に就任して三木の政
治活動を支えることになる。
さて，立候補を届け出て陣営を整えた後，三木は本格的な選挙戦を展開していく。その選挙戦
は，三木自身が「選挙のテはまるで知らぬ一年生，た三言論戦一本槍といふのが三木派のシステ
ム，選挙の当日まで百回の記録を張ってこの点でも新記録を造りたい」と述べているように26，ひ
たすら言論によって有権者に訴えるというものだった。三木は「選挙はフエヤープレイと闘志で終
始したいJ27との意気込みで選挙医内の演説会で自らの政見を説いて回った。横説会は「期待左感
激の場面，突撃しては融合し，裕ヴては進むの言論陣」であった280
では，三木はどのようなことを有権者に訴えたのか。 4月13日に原稿を書き上げた選挙公報のな
かで，三木は以下の政見を明らかにしている290
一，国体を明徴してー君万民の政治を確立すること ー，日本道徳を鼓吹して共産主義の侵犯
を絶誠すること 一，祭政一致ー，議会を浄化し政党を革新して真の与論政治を行ふこと
ー，日本の必要に基く自由なる世界的進出，外交軍備貿易移住等の基礎皆之に出ず ー，国防
の強化軍民離間無き挙国一致ー，教育，産業，財制の刷新充実ー，経済自由の原則に於け
る統制主義の運用ー，国立科学研究所の創設，産業，文化の技術化ー，米専売ー，地方
財政調整交付金制度の徹底一，農山漁村負債整理，小作及び自作農並に産業組合の充実改善
強化ー，中小商工業者の組織化と低資融通ー，保健，衛生の充実一，日満ブロックの強
化一，世界資源の再分配世界経済会議の提唱
王木の政見は，議会政治，外受，経済，教育，産業など多岐に亙っている。祭政一致と，政党の
革新による真の与論政治実施が併記されているが，三木の中ではこれらが矛盾しないことは，すで
に見たとおりである。また.I地方財政調整交付金制度の徹底Jや「農山漁村負債整理，小作及び
自作農並に産業組合の充実改善強化J.I中小商工業者の組織化と低資融通」などは，徳島の有権者
にも関わる事項ではあろう。しかし，選挙区に関する事柄を訴えるよりも，当時の圏内の全般的な
状況土国際情勢に関する事柄が多いごとが，ごの時の三木の政見の特徴となっている。
また，選挙公報の後に有権者に無料郵便で送った文書では，当選した場合には「誓って身命を賭
し以て各位の御期待に副ふょう立ち働きます」として，有権者のために働くことを誓った。その上
で，衆院選に当選することで「不肖は上皇国に忠誠の使徒たると同時に両親の生前に今迄大孝の実
をも道げまして真に忠孝両全の軌範を将来立志の歴史にとどめたい」とも述べており，臣民として
の忠孝と両親に対する忠孝という二二つの忠孝を遂げたいとして，有権者の情に訴えてもいる300
三木が立候補したこともあり，徳島2区の各郡では激戦が繰り広げられた。西の美馬郡と三好
都では，ここでも従来通り，真鍋と秋田が相対峠していた。東の板野郡では根強い地盤を持つ高島
に対Lて，三木がその牙城の切り崩しをはかつていたほか，西から秋田と真鍋も板野郡で前回以上
の栗を獲得することを目指して，板野郡での運動に力を入れていた。また地盤とする候補者がいな
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かった阿波郡と麻梢郡では4候補者がしのぎを削った310
対立候補のうち，三木が特に激しく争ったのは，同じ地盤の高島である。選挙戦の序盤から両者
は接戦を演じていた32。両者の争いは選挙戦の終盤には，次のような状況となっていた33。板野郡
のほか，阿波郡と麻植郡で三木と高島が激しく票を競っていたことがわかる。
第二区を通じて新人として迎へられて居るのは三木候補で氏の演説会は七八百名の聴衆を得
た会場もあるし上板右中心に隣郡阿波郡に吉野川対岸麻植郡に進出して居るが板野郡下板五ヶ
町村の向背が運命守決する処悲壮の戦として居る
高島候補云ふ迄もなく下板根拠で上板の三木候補を制しつ L麻植，阿波二郡内に転戦して居
る，三木武吉氏の獅子時しを先登に吉野川上流へ上流へと進展して居る
投票は4月30日に行われた。開票の結果，三木は，真鍋勝，秋田清に次くや第三位で初陣を飾っ
た。高島兵吉には2，849票の差をつけての当選である。三木は選挙戦のさなか， r三木は人気に於て
圧倒的だ，が然し恐らく古豪高島氏の敵ではあるまいJ34， r初陣は落ちる，多くて千五百票かJ35，
「戦費危し，三木は泡沫であるJ36，r三木派当選覚束なしJ37といった評価や宣伝を受けていた。こ
れらを援ね退けての当選であった。
各候補者と各郡の結果は，以下の通りである。
【表4] 1937年4月執行衆議院議員総選挙
高民政島兵吉前 中真立鍋勝前 政秋友田清前 三中木立武夫新 言十
81.47% 2.61% 14.02% 44.98% 
板野 6，968 361 1，813 5，129 14，271 
48.83% 2.53% 12.70% 35.94% 
6.91% 4.19% 9.54% 25.50% 
阿波 591 579 1，234 2，908 5312 
11.13% 10.90% 23.23% 54.74% 
9.58% 8.36% 13.95% 20.70% 
麻植 819 1，156 1，803 2，361 6，139 
13.34% 18.83% 29.37% 38.46% 
1.33% 60.02% 25.04% 3.66% 
美馬 114 8，299 3，238 417 12，068 
0.94% 68.77% 26.83% 3.46% 
0.71% 24.82% 37.44% 5.15% 
三好 61 3，432 4，841 587 8，921 
068% 38.47% 54.27% 6.58% 
計 8，553 落選 13，827 当選 12，929 当選 11，402 当選
高島は板野郡，真鍋と秋田は美馬郡と三好郡における票が多い。ただし，秋田は，板野郡，阿波
郡，麻植郡でそれぞれ1，000票以上の票を獲得している。つまり，この時の選挙でも，高島，真
鍋，秋田の得票は，それまでの衆院選と同じ傾向であった。
三木の票をみると，地盤である板野郡で総得票の約45%を獲得している。板野郡では，高島の
48.83%には及ばないものの， 35.94%の票を占めた。板野郡における高島との票差は1，839票差で
ある。出身地で見ると，高島の出身地で，板野郡内で有権者数が最も多い撫養町では高島が1，715
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票上回り，三木の出身の御所村では三木が608票上回った。御所村では約95%の票が三木に集まっ
ている。票差から，板野郡において，三木は高島と撫養町以外ではほぼ互角に戦ったといえる。
板野郡以外の票では，三木は高島に美馬郡で303票，三好郡で526票の差をつけている。より注
目すべきは，阿波郡と麻植郡で三木がトップとなっていることである。三木は，阿波郡では54.74
%と同郡における半数以上の票を取り，麻植郡でも38.36%の票宏集めた。両郡での三木と高島の
票差は，阿波郡が2，317票，麻1責郡が1，542票である。この両郡で三木は3，859票差をもって高島な
引き離している。板野郡における高島との差を，阿波郡と麻植郡の票で優に上回った。結局，板野
郡で高島の出身である撫養町を除いてほぼ互角だったことと，阿波郡と麻植郡における票差が，三
木の当選と高島の落選を決定づけたのである。
阿波郡と麻植郡で三木がトップとなったのは，偶然のことではない。この後で見るように，三木
は徳島2区の特徴から作戦を立てて選挙戦を戦っているのである。
3. 三木武夫の当選要因
以上，三木が出馬する以前の徳島2区の特徴，三木武夫の出馬から当選までの経緯， 1937年の
総選挙における徳島2区の投票結果について考察した。ここでは，なぜ三木が当選できたのか，
その要因を明らかにしていきたい。
三木が当選できた要因は，第lに，徳島2区において， r三木武夫ブーム」ともいえる現象が起
ごったためである。三木自身，この点について次のように回想しているお。
選挙戦をはじめたら，四， X日でもう道が通れないようになったで、すよ。若者がとりまいて，
車が通れない。ブームということだね。今のよりももっとすごいものでしたよ。
当初他陣営から泡沫候補と目されていた三木は，選挙戦を展開するなかで，次第に当落を競う候
補:までになっていった。
ごうした「三木武夫ブーム」が起ごったのは，三三木武夫の若さにその理由があるだろう。三三木は
林銑十郎首相が衆議院を解散した2週間前に，当時の被選挙権だった30歳になったばかりであっ
た390 一方，三木め対立候補は，秋田清と真鍋勝が56歳，高島兵守は71歳で，空木左比較すると一
回り以上は年齢が離れていた。片や三木は全国最年少の候補者であり，三木は自らの若さを前面に
打ち出した。折しも，食い逃げ解散後，朝日新聞社が純国産機「神風」号の東京一ロンドン聞の飛
行を成功させていた。 4月6日に立川飛行場を飛び立った「神風」号は，給油のための着陸を重ね
ながら， 4月9日にロンドンに到着した。朝日新聞は連日このニょLースを報道している。徳島県で
も徳島市と撫養町で飛行達成の祝賀会が聞かれるなど40，r神風j号の名は知れ渡っていたようで
ある。この「神風」号に倣い，三木は「“神風"のごとく新しいエンヂンをもって年少当選新記録
を樹立せんとして縁起を祝って」自らを「神風候補Jと命名したのである41。後に三木は「神風候
補でえらく助かったね」と振り返ったという420
また，三木陣営の細田文明事務長が， r僕[の]とこは演説会場はどこでも満員だ，これは選挙
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民に三木候補が知られてゐないので顔を見に行かう左いふ好奇心と政見を聞いたと左がないのでど
んな政見を持ってゐるかといふ探求心で推しかけて来るものらしいJ43と述べたことが示唆するよ
うに，実際の三木武夫本人を見て，どのような政見を抱いているかを知りたいという関心が有権者
の聞に存在していた。既述のように，三木の対立候補は1928年以降の衆院選にすべて出馬してい
た。また，三井貞七，平野鍋吉，伊藤皆次郎，三木熊二は衆院選出馬以前には県議を務めてお
り44，徳島2区の有権者にとって取り立てて目新しい候補者ではなかった。これに対して， I十三
年間離郷J45していた三木武夫本人を見たことがある有権者は少なく，存在そのものが関心の的と
なった。選挙区で三木武夫がそれほど知られていなかったことが，有権者には新鮮に受け止められ
たのである。
更に，三木の巧みな演説が有権者を魅了したことむ重要である。徳島商業，中外商業学校，明治
大学雄弁部と，常に弁論部に所属していた三木は演説に長けていた。三木が演説を行っていくなか
で，選挙区内で次第に「三木の演説会はいいぞ」との評判が立ち始め46，三木の演説会は人気を博
していった。三木による演説そのものかは不明だが，三木の演説会で聴衆に「相当の感動を与へ」
た，という報道もなされている470
演説会の様子は，云木によると， I会場は次々満員々の有様」となり， I一条町，辻，加茂の如き
は最後に万歳の声さへ沸き，会場を出た私の車には聴衆が圏構して，手を上げて下さるものや，う
ちには，勝たしてやるぞ!の声援さへ承る」という状況だった48。三木の演説に魅了され，何度も
三木の演説を聴きに行く者も現れた。後に三木と親交を深めることになる大塚製薬創業者の大塚正
土は，選挙期間中に三木の演説を3回聴きに行っている4目。大塚と同じような有権者が他にもいた
ものと思われる。
三木が当選した第2の要因として，対立候補のなかで，高島兵吉がこの時の選挙で苦境だった
ことをあげることができる。三木は，立候補してから 5日目ぐらいに，高島陣営から次のような
申し入れがあったことを明らかにしている50。
徳島の県会議長の坂本[政五郎]という人が私に会いにきた。それは私の対立候補で民政党支
部長の高島兵書という人の代理で来たんだが，空木さんどうか一期だけ立候補をこらえてく
れ，今までにかかった選挙費用はこっちで払わぜてもらうから，今回だけ設候補を断念してく
れ，その代わり次の選挙には高島は立候補しないで君の煙挙事務長をつ左める，その誓約書を
書いてきたと言って一枚の紙を見せるんですよ。
三木は，高島陣営から出馬を取り止めるよう求められたのである。無論，三木がそのような申し
入れを受け入れるはずもなく， Iぼくは一度決意して途中で止めるようなことはしない。だが坂本
さん，そんなに心配しないでも，ぼくは当選しないよ」と答えて，高島陣営の申し入れを断ってい
る。同時に，この申し入れは，三木に「自分は当選の可能性がある候補者だ」という自信と手応え
を与えることになる51。そむそも，他の陣営にこのような申し入れを行うこと自体，異例である。
この申し入れに高島兵吉本人の意向がどの程度反映されていたかは不明であるが，少なくとも高島
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陣営の有力者が三木に危機感、を抱いていたことは相違ない。
では，なぜ高島陣営は，苦境に立たされていたのだろうか。第1に，泡沫候補と目されていた
三木武夫が思いの外強敵となってきていたことがあろうo 高島も三木も板野郡を地盤とする候補者
である。高島が1932年の総選挙において，板野郡から伊藤皆次郎が出馬したことで高島の板野郡
における得票が減少し，そのために高島が落選したことはすでに見たとおりである。高島陣営は，
以前と同様に板野郡の票を三木に奪われて落選することを憂慮したのだろう。
第2に，高島兵吉は選挙戦を展開するにあたり，自らの陣営の立て直しを迫られていたことを
指摘できる。 1932年の衆院選で落選した高島は， 1936年の衆院選で雪辱を果たしたものの，大き
な代償を払っていた。選挙が終了した直後から，高島陣営の選挙違反が多発したのである。無論，
選挙違反は高島陣営に限ったことではなく，徳島2区から出馬した各陣営からも選挙違反が摘発
されている520 しかし，高島陣営の選挙違反摘発は突出していた。投票日の20日に高島自身が選挙
違反に関して警察署で任意の取り調べを受けたほか53，その後に高島陣営の選挙事務長を始めとす
る関係者が次々と逮捕された540関係者の公判では，罰金刑の判決が相次いで下されている550
高島陣営の選挙違反のなかで，とりわけ大きな一件となったのが選挙事務長の逮捕である。その
影響が，高島自身にも波及していったためである。すなわち，選挙事務長を含む12名の公判開始
に先立つ1936年6月24日，検事から高島の当選無効の訴訟が徳島地方裁判所に提起きれた560 これ
は「候補者が選挙事務長の選任及監督に付いて相当な注意をしてゐなかったという理由J57により
なされたものである。高島は運動員の選挙違反に留まらず，自らの当選の正当性をめぐっても裁判
で争わなければならなくなったのである。この公判は7月10日に開始され58，10月12日に徳島地方
裁判所は， 12名全員の有罪と，高島の当選無効の判決を言い渡した59。これに対して，高島や選挙
事務長は，判決を不服として控訴している500
こうしたなかで，翌1937年3月に衆議院が解散され，高島は再び選挙を戦うことを余儀なくさ
れた。高島自身は出馬したものの，陣営の立て直しな迫られており，当初は高島自らが選挙事務長
を務めなければならない状況であった円以上のことから，高島陣営は三木に対して出馬を取り止
めるよう求めたのである。
三木が当選した第3の要因として，定員3名の徳島2区で立候補者が4名にとどまったことも
看過できない。板野郡からの出馬が高島と三木だけになったことと，麻植郡と阿波郡からは誰も立
候補しなかったごとで対立候補が減少したことは，三木にとって幸いだった。特に麻植郡の三木熊
二が不出馬だったことは大きな意味を持った。麻植郡を地盤とする候補者がい急くなったことで，
阿波郡に加えて麻植郡でも，地盤以外の候補者同士の張争いが可能となったためである。
解散後の早い段階では， 1936年の衆院選で敗れた伊藤背次郎と三木熊二が再出馬するのは濃厚
という観測もなされていた62。しかし，伊藤も云木熊二も出馬をすることはなかった。伊藤は，秋
田清が政友会から脱党した後の1936年の衆院選で地盤の板野郡の票を大きく減少させ，さらに板
野郡以外の郡の票も伸びずに惨敗を喫していた。再度出馬してむ1936年の衆院選で敗れた時と同
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じ候補者と戦わなければならず，苦戦は免れない状況だったため出馬しなかったのであろう。また
三木熊二は，周囲が擁立に閏執していたものの，本人は「自分は不徳であるし立候補の時期で無
い，時の到るのを待ちたいJとして出馬に消極的であった63。伊藤と三木熊二のほか，県議の松島
義夫(板野郡選出)と庄野祐吉(勝浦郡選出)の出馬も取り沙汰されていたものの両者とも出馬せ
ず64，最終的に選挙戦は4名によって争われることになったのである。
第4に，当選するための作戦が奏功したことも重要である。この点で注目すべきは，三三木が選
挙本部を板野郡板西町に設慣したことである。前述のように，板野郡が徳島県下でも最大の有権者
数を抱えており，また三木自身が板野郡出身であることを勘案すると，三木が同郡に選挙木部を設
置したことは妥当であろう。しかし，三木は御所村の出身で，板西町に特に関わりがあったわけで
はない。それでも，板西町に選挙本部を設置したのは，三木陣営の意図があったためである。
三木は対立候補をニ手に分けていた。一方は，三木と同じ板野郡を地盤とする高島兵吉であり，
他方が県西部を地盤とする其鍋勝と秋田清である。三木は，板西町に選挙本部を設置することにつ
いて，高島が板野郡のなかで有権者数が最も多い撫養町の出身で同町に本部を置いていることか
ら，板野郡に限ると「彼我の関係は[高島]氏に有利」と考えていた。その一J‘で三木は，板野郡
が「西は阿波郡八六七八票，南は麻植郡ーO八O二の各有権者地に持続」していること，己の時の
選挙では「このニ郡には立候補者がな」いことに着目した。「公平にみて，との両郡は各者の自由
なる競争地」となっているためである。真鍋は美馬郡，秋田は三好郡を地盤としており，そのため
に三木は「此二者に対する本部的位置は先づ妥当的だ」と強調している65。三木のこの記述は，候
補者も郡を基準に選挙戦を戦っていたことを時示していよう o
三木は，地盤である板野郡のほか，阿波郡と麻植郡での得票を重視しており，この3郡での得
票が当落を決すると判断していた。三木は，高島との関係で板野郡において不利となることを認識
しながらも，阿波郡と麻植郡での選挙戦を重点に置いて，板西町に本部を設置したのである。板西
町は板野郡のほぼ中央に位置しており，板野郡内を回るにも阿波郡と麻植郡に向かうにも適所であ
った。つまり，①板野郡では最も有権者数の多い撫養町とその周辺の町村で劣勢になることを織り
込み，その上で他の町村の得票を伸ばす，②地盤とする候補者のいない阿波郡と麻植郡での選挙運
動を重視して両郡における票を増やす，というのが三木陣営の作戦だったのである。
実際に，三木の選挙戦は，徳島2区に属する S郡のうち，板野郡，阿波郡，麻柿郡の3郡が中
心となった。この点は，選挙戦終盤になると顕苦になり，三木は投票の2日前からは麻植郡，阿
波郡，板野郡を演説で二度回っていたのに対して，美馬郡と三好郡では演説を行っていない66。郡
によって選挙戦の比重に軽重をつけた影響は，前述したような三木の郡別の得票に反映されている。
以上のように，三木は，徳島2区の特徴を研究し，板野郡では高島に引き離されないようにす
る一方で，反対に阿波郡と麻植郡において高島なり|き離そうとしたのである。ごうした，徳島2
区の特徴を十分に分析した上で選挙戦を展開したことも，三三木武夫の当選要因となったのであった。
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おわりに
以上，三木武夫が初当選を果たした要因について考察した。本稿で明らかにできたことをまとめ
たい。
三木が出馬する以前から，徳島2区の候補者は自らの地盤を中心とする選挙戦を行っていた。
そのために，各候補者はいずれも， 5郡のうち地盤の郡で最も多くの票を獲得していた。また，各
郡別にみると，その郡を地盤とする候補者の票で多数が占められた。その一方で，地盤とする候補
者がいなかった郡では，各候補者による票の争奪戦が繰り広げられた。その他，地理的な要因もあ
り，徳島2区では，東の板野郡を地盤とする候補者同士の争いと，西の美馬郡と三好郡における
真鍋勝と秋田清の争いという，東西に分かれた選挙戦となる傾向があった。
こうした特徴を持つ選挙区から出馬した三木は，既成政党を批判する立場をとり，中立で立候補
した。その選挙戦はひたすら言論により有権者に訴えていくというものだった。三木は，当初泡派
候補と見られていたが，選挙戦が進むなかで次第に有力候補になっていき，投票の結果当選を果た
した。三木が当選を果たしたのは，選挙区内で「三木武夫ブーム」といえる現象が生じたこと，同
じ地盤とする高島兵吉が苦境に立たされていたこと， 3人区である徳島2区で立候補者が4名に留
まったこと，徳島2区の特徴を把握した上で選挙戦を展開したことが，その要因であった。
この衆院選で当選した三木は，代議士としての活動を展開すると同時に，自らの支援体制を築き
はじめていく。以後，状況の変化が大きかったにもかかわらず，三木は出馬したすべての選挙で当
選していった。その要因については，今後の検討課題としたい。
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